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論文要約 
 

金，銀，銅色知覚の生起条件とそのメカニズムに関する研究 
東京工業大学大学院総合理工学研究科 松本知久 

 
	
 色知覚に関するこれまでの研究はほとんどの場合，実験刺激として色光あるいは均質表面を用

いてきたが，光沢のある表面では，金色のように色の見えが均質表面とは異なることがある．

したがって，色知覚メカニズムの解明には，光沢表面の色知覚を調べることが重要であるが，

それはこれまでほとんど調べられていない．本研究では，光沢表面に特徴的な金，銀，銅色知

覚を生起する色度，明度，光沢度の条件，および，金，銀，銅色知覚と金属感知覚との関係を

調べることで，金，銀，銅色知覚メカニズムを解明することを目的とする．	
 

	
 第１章「序論」では，光沢知覚に関する過去の研究を概観し，前述した問題点と，本研究の

目的について述べた．	
 

	
 第２章「金色表面の測定」では，実物体に忠実な実験刺激をモニター上に呈示するために，

実物の金色球を作製し，それを測光，撮影することで金色球画像を作製した．この画像を参照

して第３〜５章で用いる実験刺激を用意した．また，第５〜６章の実験結果と比較するために

実物純金面の測光を行い，純金の色度を明らかにした．	
 

	
 第３章「金色の見えを生起する赤黄緑方向の色度と光沢度」と第４章「金，銀，銅色の見え

に対する色度と光沢度の影響」では，第５～７章で用いる実験刺激条件（色度，明度，光沢度）

設定のために，様々な色度，明度，光沢度を持つ刺激に対して金，銀，銅色の見えの変化を調

べた．	
 

	
 第５章「金，銀，銅色の見えに対する色度，明度，光沢度の効果」では，第３，４章の結果

を基にして，色度，明度，光沢度を変化させた CG 球を実験刺激として作製し，それに対するカ

テゴリカルカラーネーミング実験，金，銀，銅色の強さや光沢感のマグニチュード評価実験を

行った．その結果，金色は茶と黄の領域，銀色は灰と黒の領域，銅色は茶の一部の領域から生

起すること，明度の増加に伴い銅色の領域は減少するが金色と銀色の領域はほとんど変化しな

いことが示された．さらに，金，銀，銅色の強さは対比光沢度の増大に伴い,それぞれ高彩度，

無彩色，中彩度の色度領域で最も大きく増加すること，その色度領域から離れるにつれて各色

の強さの減少は色度変化に対して一様であること，明度は金色，銀色知覚に影響しないが，銅

色が知覚されるためには低い明度が必要であることなどが明らかとなった．また，色度は光沢

感に影響しないことが示された．この結果は，光沢感の対比光沢度に伴う増加は色度とは独立

であることを示し，表面の光沢と色は異なる視覚経路で処理され，その後，金，銀，銅色が生

起することを示唆する．	
 	
 

	
 第６章「金，銀，銅色の見えと金属感の関係」では，第５章で用いた実験刺激の光沢度より



も光沢度の大きい刺激に対して，金，銀，銅色の強さ，光沢感，金属感のマグニチュード評価

実験を行った．その結果，金，銀，銅色知覚は金属感と相関が強いことが示された．この結果

は，金属感を生む要因が金色知覚の主要因であることを示唆する．また，金，銀，銅色知覚と

輝度分布の様々な画像統計量の関係を解析した結果，金，銀，銅色知覚は輝度分布の標準偏差

や輝度コントラストと相関が強いことが明らかとなった．	
 

	
 第７章については，多重投稿を禁止している学術雑誌への掲載予定があるため割愛する．	
 	
 

	
 第８章「総合考察」では，第２章から第７章までの結果をまとめ，金，銀，銅色知覚と金属

感の生起には表面の高い対比光沢度，輝度分布の大きな標準偏差が共通する要因として必要で

あることに基づき，金，銀，銅色知覚のメカニズムモデルを二つ提案した．また，実物純金表

面の色度と金色が最も強く知覚される色度を比較した結果，それらは一致しなかった．この結

果は，金色知覚が純金を見ることとは独立に発達したメカニズムである可能性を示唆する．	
 

	
 第９章「結論」では，本研究で得られた成果を総括した．	
 

	
 以上より本論文では，色度，明度，光沢度に対する金，銀，銅色の知覚特性，それらの色知

覚と金属感知覚との相関，および金，銀，銅色の知覚に相関する画像統計量を明らかにし，金，

銀，銅色知覚メカニズムの２つのモデルを提案した． 


